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、
いいまち合金夢のまち

商庖街をパッと明る<
商工会の商業部会役員が、暗い商庖街を明る

くしようと 11月11目、ツリー型のイルミネーシ

ョン 7基をデ ・モーレン前に設置しました。ツ

リーに輝く 1000個の電球は、道行く人々の足を

つい止めてしまうほど明るく輝いています。

イルミネーションは 2月の今金雪祭り まで輝

き続けます。



今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

善

行

者

を

表

彰

一

郡

山

流

保

護

の

会

檎山支庁から納税功労表彰

下トマンケシ納税貯蓄組合
教育委員会事務所

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ

い
た
表

彰
式
が
日
月

2
日、

町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ、

栗
城
敏
雄
さ
ん、
渡

島
信
用
金
庫
、
後
志
利
別
川
清
流
保
護

の
会
の

1
個
人

2
団
体
が
善
行
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

， 

-・・・・-
写真左から、栗城敏雄さん、渡島信用金庫・梱馬正明常務理事

(理事長代理出席)、後志利別I11清流保護の会秋元需会長

栗
城

敏
雄
さ
ん
(
関
歳
)

今
金
町
の
町
花
を
模
し
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
型
の
時
計
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
時
計
は

デ
・
モ
1

レ
ン
、
高
等
養
護
学

校
、
役
場
、
と
し
べ
つ
の

4
カ

所
に
設
置
さ
れ
町
施
設
の
景

観
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渡
島
信
用
金
庫

渡
島
信
用
金
庫
創
業

ω周

年
地
域
貢
献
記
念
事
業
の

一

環
と
し
て
、
研
修
パ
ス
「
し
あ

わ
せ
号
」
購
入
の
た
め
多
額
の

寄
付
を
さ
れ
、
人
材
の
育
成
や

町
の
振
興
・発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

(1) 

後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

昭
和
的
凶
年

9
月
の
設
立
以

来
日
年
聞
に
わ
た
る
地
道
な

啓
蒙
活
動
や
美
化
運
動
を
通

じ
、
後
志
利
別
川
の
環
境
保
全

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
国
土
交

通
省
が

l
級
河
川
を
対
象
に

実
施
す
る
平
成
ロ
年
度
の
水

質
調
査
で
は
、

6
度
目
の
清
流

日
本
一
に
返
り
咲
く
な
ど
町

ー
の

振

興
・発

展

に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

• (# 

期
内
完
納
の
継
続
や
、
早
期
か
ら

口
座
振
替
制
度
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
他
の
模
範
と
な
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

槍
山
支
庁
が
団
体
や
個
人
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
納
税
功
労
者

表
彰
式
が
け
月
5
目
、
同
支
庁
会

議
室
で
行
わ
れ
、
下
ト
マ
ン
ケ
シ

納
税
貯
蓄
組
合
(
組
合
長
多
田

敏
治
)
が
納
税
功
労
団
体
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
初
年
4
月
l

日
に
自
主
納
税
意
識
の
向
上
、
思

想
の
普
及
、
組
合
員
相
互
の
親
睦

融
和
と
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
組
合
で

す。
設
立
以
来
、
長
年
に
わ
た
る
納

[参
考
]

前

5
年
間
の
納
税
率

1
0
0
計

昭
和
白
年
、
同
州
年
、
平
成
9
年
に
町

長
表
彰

12月3目、教育委員会事務所が役場庁舎 3階に

移転しました。

役場庁舎3階

会
【農業委員会】

【農林振興課】

役場庁舎に移転

室E義

fi2-3488 FAX2-3445は変わらず
※役場からの電話転送も可能です。fi2-0111

国の財政・預金の今後は

財務行政懇話会
岩間キサさん天国へ

全道一の長寿者

... • 
今
年
全
道

一
の
長
寿
者
と
な
っ
た

岩
間
キ
サ
さ
ん
(
満
1
0
8
歳
)
が
日

月
8
目
、
天
国
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

キ
サ
さ
ん
は
、
明
治
初
年
瀬
棚
町

会
津
町
で
生
ま
れ
、
近
所
で
開
業
医

を
し
て
い
た
女
性
医
師
第

一
号
と
し

て
知
ら
れ
る
荻
野
吟
子
女
史
と
出
会

い
、
「
女
性
で
も
職
業
人
と
し
て
社
会

の
た
め
に
役
立
た
な
け
れ
ば
」
と
同

歳
の
と
き
助
産
婦
の
道
を
目
指
し
、

引
歳
に
し
て
助
産
婦
の
資
格
を
得
ま

し
た
。大

正
口
年
に
知
人
の
世
話
で
今
金

町
(
当
時
・利
別
村
)
に
移
住
し
助
産

財
務
省
北
海
道
財
務
局
函
館
財
務
事

務
所
主
催
に
よ
る
財
政
行
政
懇
話
会
が

日
月
7
日
、町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
わ
れ
町
民
、会
社
、
団
体
等
の
関
係
者

合
わ
せ
て
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た。

園彊躍翠置

婦
の
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。
初
歳
か

ら
万
歳
ま
で
の
何
年
間
に
と
り
あ
げ

た
赤
ち
ゃ
ん
の
数
は
3
0
0
0
人
を

超
え
た
そ
う
で
す
。

キサさんが100歳のときに行われ
た「祝う会Jの様子(1993.7.27) 

懇
話
会
で
は
財
務
事
務
所
の
業
務
内

容
や
国
の
財
政
事
情
等
の
説
明
の
ほ

か
、
平
成
凶
年
4
月
か
ら
解
禁
と
な
る

ペ
イ
オ
フ
に
つ
い
て
の
ビ
J

ア
オ
説
明
に

は
身
近
な
問
題
で
も
あ
り
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

『
ペ
イ
オ
フ
』
と
は
?

万
が

一
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合

に
、
元
本
の

l
千
万
円
ま
で
の
預
金
と

利
息
額
を
「
保
険
金
」
と
し
て
預
金
者
に

直
接
支
払
う
こ
と
で
す
。

l
千
万
円
は

あ
く
ま
で
も
最
低
保
障
で
破
綻
し
た
金

融
機
関
の
財
産
状
況
に
応
じ
て
プ
ラ
ス

さ
れ
ま
す
。

① 



A 
電車砂

金
町
総

• f~ 
支
他
祭

【
展
示
部
門
】

【
芸
能
部
門
】

〔
文
化
部
門
】

団
体
犯
、

団
体
凶

団
体
2

個
人
口

今
年
で
切
回
を
数
え
る
今
金
町

総
合
文
化
祭
が
日
月
3
日
か
ら
5

日
に
か
け
、
展
示
部
門
が
総
合
体

育
錯
で
、
芸
能
部
門
・
文
化
部
門

が
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
は
昨
年
よ
り
も
多
い

お
団
体
・ロ
個
人
の
出
展
が
あ
り
、

所
狭
し
と
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芸

能
発
表
部
門
で
は
、
空
席
が
見
あ

た
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
が
詰
め

か
け
、
各
団
体
の
発
表
に
大
き
な

拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し

た。

社交ダンスクラフによる
ダンスパーティ
今金町のほか長万部、八雲、森町な
どから大勢が参加した

今
金
中
学
校

町
内
各
小

・
中
学
校
の

教
職
員
で
組
織
す
る
今
金

町
教
育
研
究
会
が
日
月
6

目
、
今
金
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
教
育
研
究
集
会

を
開
き
教
職
員
約
刊
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
同
校
が
文
部

科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
新

教
育
課
程
に
基
づ
き
「
総

合
的
な
学
習
」
の
公
開
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「総
合
的
な
学
習
」
で
は

単
に
知
識
を
覚
え
込
む
の

で
は
な
く
生
徒
が
実
感
を

伴
っ
て
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
を
自
ら
の
も
の
と

し
て
確
実
に
習
得
し
理
解

を
深
め
る
と
し
、
同
校
で
は
平
成

凶
年
度
完
全
実
施
に
向
け
、
今
年

は
年
間
お
時
間
を
目
標
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

『総合的な学習』に
自分の進路見つけだす門

閥
間
醐
嗣
固

「
老
人
を
介
護
す
る
人
々
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ャ
イ
グ
ル
ー
プ

(
グ
ル
ー
プ
名
)
は
、
老
人
保
健
施

設
を
取
材
し
発
表
し
ま
し
た
。
生

徒
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
老
人
保
健
施
設
利
用
者
向
人
中

9
人
が
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
利
用
し
て
い
る
」
と

今
金
町
文
化
協
会

s 

、. • 

答
え
た
そ
う
で

す。
こ
の
取
材
を

と
お
し
「
介
護

す
る
人
の
気
持

ち
ゃ
大
変
さ
が

分
か
っ
た
」
「
福

祉
に
興
味
を
持

ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的

に
参
加
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
、

「
総
合
的
な
学
習
L

に
よ
り
自
ら
の

進
路
を
見
つ
け
だ
す
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

円
困
問
閏
回

同
月
初
日
、
幻
日
の

2
日
間
で

行
わ
れ
た
同
校
の
文
化
祭
前
に

は
、
学
年
ご
と
に
決
め
た
メ
イ
ン

テ
l
マ
に
沿
っ
て
、
生
徒
自
ら
が

役
場
や
農
協
等
へ
取
材
を
申
し
込

み
、
熱
心
に
担
当
者
か
ら
取
材
す

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、
ク
ラ
ス
・グ
ル
ー

プ
・
個
人
ご
と
に
さ
ら
に
分
類
さ

れ
た
テ

l
マ
に
沿
い
「
調
べ
学
習
」

「
体
験
学
習
」
の
成
果
を

O
H
P
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
、
パ
ネ
ル
の
掲

示
な
ど
で
発
表
し
、
そ
の
内
容
に

は
、
大
人
と
違
っ
た
見
方
が
あ
り

感
心
し
ま
し
た
。

秋晴れの中爽快な汗!

秋のヘルシーウォーキング

役場内で熱心に取材する生碇

無事故を目指し各事業所一丸

紙芝居「じゃがいもの花」
「さよなら瀬棚線」と題して、旧国鉄瀬棚線ができる前か
ら廃止までを紙芝居で発表。この紙芝居で「タコ部屋」と
、う存在を認識した人もいたのではないでしょうか。• • 

生
産
品
販
売
今
年
も
大
人
気

高
等
養
護
学
校
で
学
校
祭

r -21世紀輝け未来の『夢∞平和』を求めて」

をテーマに北海道今金高等養護学校(校長虎

尾剛哉)で11月18日、学校祭が行われました。

芸能発表では各学年から劇が発表され、時折

会場内を笑わせるなどその演技力には保護者や

一般見学者も感心していたようです。また、 3

学年が行った劇「おいらの名前は繁次郎」の中で

「今金男爵」が使われなど、今金町にちなんだも

のも時折取り入れられ、すっかり町にとけ込ん

でいる様子が伺えました。

年々人気が高まる生産品販売には、開始前か

ら長蛇の列ができ開始と同時に各生産品販売

コーナーは大混雑となっていました。

心地よい秋晴れの中、秋

のへルシーウォーキングが

10月28日行われ、 「あつから

んど」から「利別大橋j まで

の8キロメートルのコース

に約100人が参加しました。

朝 8時30分にスター卜した参加者は小学生から

70歳を超えたお年寄りまで、それぞれのペースで

ウォーキングを楽しんでいました。

(1) 

玄武満さん
STVrどさんこワイド」やラジオでお酌|
染みの宝武さんa

昼食会では玄武さんのテレビやラジオ
での車話を聞きながら 玄武さんが
作った「ちゃんこ銅JIこ舌鼓a

交通安全意識の浸透を図るための『交通安全青空

集会」が10月23日、早朝に行われ各事業所から約

200人が役場駐車場に参集しました。

これは町の交通安全協会、商工会交通安全推進

会、安全運転管理者協議会が各事業所が一丸とっ

て未然に交通事故を防

ごうと行ったもので

す。

引き続き行われた交

通講話の中で伏見隆北

槍山警察署長は、バイ

クや自転車走行してい

るお年寄りの危険性を指摘。車で走行中、そのよ

うなお年寄りを発見した場合、近づかないように

と呼びかけていました。

また、山崎繁樹交通安全協会会長は今金町の

シートベルト着用率の低さを指摘し、 「シートベル

トは自分の命を守る必要最低限のこと」とシートベ

ルト着用を促していました。

交通安全青空集会

Cむ



の料理講習会

慣れない手つきで
料理に挑戦

。
年始の休みのお知ぢせ年末 • 

t関長冨園田mま扇町園田~-縄問視首..  厩E司

年末・年始の役場庁舎、各町関係機関の休みは、 12月28(金)が御用納、 1月 7日(月)が御

用始めとなるところですが、町民の皆さんに諸手続等ご不便をおかけすることのないように、

1月 4日(金)は臨時開斤しいたします。

てしんろ し
はまかふ今た
どすけき 因。
うの 」 十 は
ででの話こ
し 、レ うとの
よ桃シ Y中
う戦ピてか
かしをぼら
。て紹ろ 「
み介あふ

レシピ(料理の材料や調理法) ¥ 

; 【ふろふき大根そぼろあんかけ1
1 一人分エネルギー 133キロ・カロリー ; 

たんぱく質6.7g 脂質7.4g 塩分1.3g

; 材料(2人分) ・だし汁 13:1cc 
; ・大根2CXJg 頼粒だし小さじ半分

・昆布 1本(10叩 U ・潤小さじ2
l ・酒小さ じ2 ・砂糖小さじ 2

( ・鶏ひき肉 40g ・しよう泊 大さじ
; ・しょうか適箆 ・片栗粉小さじ 2

長ねぎ 20g • 7.1< 小さじ2

回目画面
@大根の度むき→大根は皮をむ

き面取をする

@大根をゆでる→鍋巴水と大根

を入れ、大根の表面15透き通る

までゆで、ゆで汁を捨てる

@大根を煮る→再び鍋に大根を戻し、大根が

隠れるくらいの水と昆布 ・j酉を入れ柔らかく

怠るまで煮る。

。あんの材料を妙める→フライパン巴油を注

ぎ熱しだあと、しょうがのみじん切りと長ね

ぎのみじん切りを妙めひき肉を妙める。

@あんを作る→④仁左し3十と砂糖、しよう泊

で調昧し、最後1=7.1<溶き片栗粉でとろみをつ

ける。

@盛りつけ→器C大摂を盛り、あんをかける

， 

.1噂

「
自
分
で
料
理
を
作
り
た
い
け

ど
、
ゃ
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い

う
初
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に

「
男
の
料
理
講
習
会
」
が
刊
丹
羽

目
、
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
ベ
つ
」

内
で
行
わ
れ
、
日
頃
あ
ま
り
料
理

を
し
な
い
男
性
9
人
が
料
理
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

午
後
6
時
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
自
己
紹
介
、
レ
シ
ピ
紹
介
が

終
わ
り
料
理
開
始
。
講
習
会
約
2

時
間
を
か
け
「
ご
は
ん
」
「
味
噌
汁
」

「鮭
の
照
り
焼
き
」

「ご
ま
あ
え
」

「
ふ
ろ
ふ
き
大
根
の
そ
ぼ
ろ
あ
ん

か
け
」
の
5
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
後
の
試
食
で
は
濃
い
と
か
薄

い
と
か
多
少
好
み
の
差
は
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
み
な
さ
ん

「美
味

し
い
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま

汗?
役場

国 保 老人保健 町 民 総合体育館 あったか
としべつ

病 院 施 E生 センター 学習センター
種川温泉

らんど
(事務所内)

12月28日倒 通 常 通 常 通 常 通 常 通 円吊 通 円吊 通 日吊

12月29日同 閉 庁 休 業 休 業 通 常 イ木 自宮 通 円吊 通 常

12月30日(日) 閉 庁 f木 業 休 業 休 自官 イ木 自宮 通 常 通 常

12月31日(月) 閉 庁 休 業 休 業 休 自官 イ木 自官
午前10時 午前10時

~午後3時 ~午後4時

1月 1日(刈 閉 庁 休 業 イ木 業 休 自官 休 自官 休 業
午前11時
~午後5時

1月 2日(水) 閉 庁
休日当番医

休 業 f本 自官 イ木 自宮 通 常 イ本 業
通 常

1月 3日(木) 閉 庁 休 業 通 常 通 常 イ本 自官 イ木 業 通 円吊

1月 4日倒 通 常 休 業 イ木 業 通 常 通 円吊 通 円吊 通 円吊

1月 5日凶 開 庁 休 業 イ木 業 通 同吊 イ木 自官 通 円吊 通 常

1月 6日(日) 閉 庁 休 業 休 業 通 山吊 休 自官 通 日吊 通 常

1月 7日(丹) 通 常 通 常 通 円吊 イ木 館 イ本 皇官 通 常 通 常

できあがり司次のとおりとなります。緊急用務のときは警備員に申し出て下さい。※各施設等関係機関、

[『官邸副年来年齢節 E
勤労奉仕|こ22年
種川老人クラブ

収穫祭lこ消費者招く
うまいべイ『こだわり工房』

納税者の方々からの「分かりやすく・普きやすい申告書を」
という声にお応えし平成14年1月(平成13年分確定申告)か
ら、所得税の確定申告書が新しくなります。
申告君子新様式のポイントは次のとおりですロ

12月 29日から31日

1月 2日から 6日まで

※ 1月 1日は運休

-運行目

，AI 
種川老人クラブ(会長鎌田政蔵 ・会員63人)

が、種川地区にある特別養護老人ホーム豊寿園

の庭木の冬囲い作業をII月7日に行いました。

好天に恵まれたこの

日はクラブから34人が

参加。棒やひもを使っ

てツツジ等を閤んでい

く作業は手慣れたもの

で、2時間ほどで修了

しました。

クラブでは庭園内の管理も定期的に行ってお

り、勤労奉仕を始めたのは22年前の昭和55年か

らだそうです。

作業終了後、場所を室内に移した参加者。棒

やひもをマイクに持ち替え、利用者に歌を披露、

これには利用者も大変喜んでいました

Cむ

から多くの人が詰めかけ今金

の味を堪能していました。

また、同工房では消費者を

函館から約50人招き、玄米パ

ラ集出荷施設の見学など生産

者との交流を深めていました

地場産の農産物にこだわり米や手作り味

噌などを販売している、うまいベイ 『こだわ

り工房』が字種川の種川構造改

善センターで、 11月4日収穫

祭を行いました。

収穫祭では、入場料500円で

新米の餅やコロッケ、今金産

鶴の子大豆100/"¥-セントの豆

腐などの試食ができ、町内外

@ 

|き」に
算欄を設け、手引きの中で所得金額などの計算ができるよ
うにしました。

瀬棚町発 14: 50 
(瀬棚町役場)

医E医(瀬棚町役場)

斡 比 50

-EI.Ii霊~(温泉桁ル)
斡 15:00

+ 
liil1霊ヨ(町民tント)
斡 15:10 

ー回E弱 (札幌駅ターミナル)

斡 20:00予定

札幌駅ターミナル発 9:00 

(1階中レ /5番の りば)

1m盟(札幌発夕刊

輸 9:00
品

医霊童ヨ(町民tンター)
斡 13:40

+ 
EI.Ii彊Eヨ(温泉桁ル)

斡 13:50
+ 

ml麗ヨ(瀬棚町役場)

験 14:00

申告害新様式は、最寄りの税務署(八雲税務署など)や役
場税務課で関覧できるほか、札幌国税局のホームページ
[http://www.sapporo.nta.go.jp)に掲載していますので、ぜひご
覧ください。
山、，、~山

[予約、問い合わせ先】
.札幌北都観光'5'011-241-0241
.運行パス会社銀嶺パス附

(J) 
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仮
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が
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稗
も
が
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回
日
に
よ
り
あ
え
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付
記
し
て
い
ま
す
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ら

て
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ゆ
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宇
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の
ミ
予
|
の
雲
の
糸
、
泌
す

一嶋
田

れ金年縫基障場

-・・・・・剛圃・・

圃

医詞 被保険者がケガや病気によって一定の障害の状態に肢当

l主豆lした場合に受けられます.

一般に、障害基礎年金を受けることができるのは、加入グ、

期間中に起きたケガや病気によって後遺症が残った場 6殺B

合、その障害の程度が障害等級の 1級あるいは 2級に該 己記)

当する人です。また、すでに20歳前に一定の障害の状態に I ¥ 
該当した人は、 20歳から受けることができます。さらに、 品ヰ

国民年金の加入終了後、 60歳以上65歳未満の問に起きたケガや

病気によって障害者となった場合も受けられます。

ただし、 20歳前に一定の障害の状態に該当した場合を除いて、

次のいずれかの条件を満たしていなければ受けられません。

日初診月の前々月までの被保険者期間のうち、保険料を納めて

いる期間と免除されている期間を合わせて 3分の 2以上有して

いること。

図初診月の前々月までの 1年間に保険料を滞納していないこと

(ただし、平成18年 3月31日まで)

{‘ 4【，
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川 1青
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六学語
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内
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雅
明

「
ガ
シ
ャ

l
ン。
」

ぼ
く
た
ち
の
げ
き

「

語
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
、
ぼ

く
が
使
う

一
升
ビ
ン
が
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
絵
が
か

け
な
く
な
っ
た
画
家
の
役
で
、
一

升
ビ
ン
を
持
っ
て
暴
れ
る
シ

l
ン

が
あ
り
ま
し
た
。

一
升
ビ
ン
が
な

か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
、
あ

せ
り
ま
し
た
。
置
く
所
を
も
っ
と

考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
と
こ
う
か
い

し
ま
し
た
。
先
生
が
急
い
で
ほ
ん

と
う
に
お
酒
が
入
っ
て
い
る
一
升

ビ
ン
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
一
升

ビ
ン
の
こ
と
も
あ
り
、
ぼ
く
は
、

ま
す
ま
す
緊
張
し
て
き
ま
し
た
。

と
う
と
う
山
下
消
物
語
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
て

も
緊
張
し
て
心
臓
の
音
が
バ
ク
ン

パ
ク
ン
と
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
ぼ
く
に
、
「
お
客
は
、
お
に
ぎ

り
と
思
え
ば
い
い
ん
だ
よ
。
」
と
裕

介
君
が
言
っ
て
く
れ
て
、

一
気
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
幕
が
聞

き
、
烏
の
声
の
テ
l
プ
を
か
け
ま

し
た
。
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

裕
介
君
が
舞
台
に
出
る
時
に
か
け

る
曲
「
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」

も
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
羽
君
と
育
美

さ
ん
が
去
っ
て
、
じ
ぞ
う
が
お
に

ぎ
り
を
食
べ
よ
う
と
し
た
時
が
ぼ

く
の
出
番
で
し
た
。
い
つ
も
の
声

で
思
い
き
っ
て
、
「
酒
だ
、
酒
だ
、
酒

持
っ
て
こ
い
。
」
と
言
え
て
、
ぼ
く

は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
清
役
の
裕

介
君
に
腹
を
さ
わ
ら
れ
、
「
う
る
せ

い
」
と
言
っ
て
去
っ
て
い
っ
た

ら
、
子
供
役
の
咲
輝
さ
ん
の
泣
き

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
い
つ

も
よ
り
一
段
と
大
き
な
声
だ
っ
た

の
で
、
咲
輝
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
絵

を
摘
く
シ

l
ン
で
し
た
。
途
中
で

二
回
、
紙
を
や
ぶ
く
シ
|
ン
が

あ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
や
ぶ
れ
て

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

じ
ぞ
う
役
の
純
哉
君
を
た
た
く

時
、
練
習
で
は
、
ま
ね
だ
け
で
し 、

~~~ ~~ ~ ~ J""" " ~~'FF F 

まミ

卜¥

空警
官.... 

新しい町宮スキー場がいよいよオープン
~12周辺自{土陪!?}!D搬e

.オープン日/12月22日(土)午後l時から
※税冨状況により順延あり。
.リフ ト料金
l回券(大人[20円中学生以下70円)
1日券(大人1.800円、中学生以下1.000円)

この他にも、回数券([1回)、時!日j券(3時間)
シーズン券もご用意しています。
※オ プン日は無料で運行します。
.場所/八雲町荘日(旧スキー場東側隣接
地)
-問い合わせ先/八雲町総合体育館
nO 1376-2-2141 

No~ Iili 

官F、
大成町

⑥『国民保差是センター』。

熊石町
『渇アワビ』ヨパック。

長万部町

ν 
Cむ

町八北槍山町
。健康野菜 『ヤーコン』。

話題のフラクオリゴ糖・ビタミン

A ビタミンC・カリウムなどを笠宮

に含んでいて、しかも食物繊維たっぷ

りの低カロリー。整腸便秘改善糖尿

病の方の健康をバックアップします。

-規格/4kg詰 S、M、L
・価格/M 2， '100円
.問い合わせ先/若松股業協同組合

官 01378-5-1331

お轟コ山L爽編物トワーワ暗報

広大な貝取澗渓谷の保養温泉地に

位置する身も心もあったかになる楓

泉。

お風呂から眺められる四季折々の

景色、周辺には遊歩道や公園もあり、

大成町の大自然を満喫できます。

.場所/大成町字貝取澗

・入浴料/大人 260円、小人 50円

町
お待たせしました l

or吟子物語」生生パ}ジョン。
一 発売開始 1ー

t2月 to日より今年の新米(アイガモ出法によ
り栽培)で醐迫した瀬棚町特産純米酒「昨子物
路』が控売されます。端麗辛口でスッキりとした
のどごしということもあり女性にも大変人気が
あります.今回は期間眠定の生生パージョン(非
加熱盟理)となっておりますので、皆さんぜひ
ご賞味ください。
.時子物問/1.8 ~ ，/~1入2.500円 720 '" は入

1. 350円 300~'J'tl入500円

.問い合わせ/瀬棚町酒販居組合
('r.務局商工会)官01378ー7-制35@ 

海中養殖された 『あわび』をふるさ

と小包で全国に配送。酸素と保冷剤を
入れて「生きたまま」お届けする熊石

町の味覚。お歳暮やおせち料理にご利
用ください。

棚瀬

/ 

.10個入り/5，470園(道内)個数憎・
他地域郵送可

・問い合わせ先/熊石郵便局
'B'OI398-2-3380 

~ロマンチックな冬の花火~

。ど~んと花火だ10&ざと

2日02年冬に冬に華さく長万部と題し、
元旦にl団発の花火を打ちょげます。
夏とはひと味違う、冬の花火をご覧くだ
さい.
・日 時/1月1日午前日時
国場所/飯生神社広場
提振舞酒のサ ビス、年越しそばの屋台
もあります.
長万部町温泉街での日帰り温泉は午

前2時まで蛍業予定.
・1聞い合わせ先/実行委員会
nOI377-2-4545 

¥ 

タ
ー
を
見
た
時
と
て
も
う
れ
し
の
種
と
、
ハ
ム
ス
タ
l
フ
ー
ド
を
、

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
私
は
ハ

自
そ
な
え
て
お
き
ま
し
た
。
あ
る
日、

ム
ス
タ
ー
が
好
き
だ
け
ど
、
家
で
段
以
花
を
も
っ
て
い
っ
て
み
る
と
、
外

か

え

な

い

か

ら

で

す

。

は

寒

い

の

に

ヒ

マ

ワ

リ
が
発
芽
し

さ
っ
そ
く
、
学
級
会
で
い
ろ
い
て
ま
し
た
。
私
は
「
チ
ェ
リ
ー
の

ろ
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
ず
力
だ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ

み
ん
な
で
名
前
を
決
め
ま
し
た
。
く
、
み
ん
な
で

一
人

一
本
ず
っ

た
く
さ
ん
出
た
中
か
ら
、
オ
ス
は
、
と
っ
て
、
教
室
で
育
て
る
こ
と
に

ゴ
マ
、
メ
ス
は
チ
ェ
リ
ー
に
決
ま
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
次
に
エ
サ
や
り
を
決

小
さ
か
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
も
、
今

め
ま
し
た
。
班
ご
と
と
か
一
人
ず
で
は
二

0
セ
ン
チ
く
ら
い
に
成
長

っ
と
か
意
見
が
出
た
け
ど
、

一
人
し
て
い
ま
す
。
一
方
ゴ
マ
は
、
来

ず
つ

一
週
間
こ
う
た
い
に
な
り
ま
た
と
き
よ
り
も
だ
い
ぶ
大
き
く
な

し
た
。
そ
れ
は
、
み
ん
な
で
や
る
り
ま
し
た
。
ゴ
マ
の
か
わ
い
い
所

と
、
と
り
合
い
に
な
っ
て
け
ん
か
は
、

日
で
す
。
大
き
く
て
、
ク
リ

に
な
っ
た
ら
こ
ま
る
か
ら
で
す
。
ク
リ
し
て
い
る
所
、
か
い
い
で
す
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
、
た
く
さ
ん
毎
日
か
な
ら
ず
、
み
ん
な
は
ゴ
マ

か
わ
い
が
っ
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
と
遊
び
ま
す
。
運
動
さ
せ
た
り
、

た
り
、
そ
う
じ
を
し
た
り
し
ま
し

エ
サ
を
あ
げ
た
り
、
遊
ぶ
所
を

た

。

作

っ

た

り

し

て

い

ま

す

。

ゴ

マ

は

、

そ
ん
な
あ
る
日
、
チ
ェ
リ
ー
が

ブ

ロ

ッ

コ

リ

!
と
カ
ボ
チ
ャ
と
ア

ト
イ
レ
で
お
ぼ
れ
て
死
ん
で
し
ま

イ
ス
が
好
き
で
す
。
時
々
ノ
l
ト

い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
少
し
出
入

の

上
を
歩
い
て
う
ん
ち
を
す
る
こ

口
が
あ
い
て
い
て
、
夜
の
聞
に
脱
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
の
ア

出
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

イ
ド
ル
で
す
。

チ
ェ
リ
ー
の
方
を
か
わ
い
が
っ
て
こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
る
の
で
、

い
た
の
で
と
っ
て
も
残
念
で
し
ワ
タ
を
入
れ
た
り
、
ケ
l
ジ
に
フ

た
。
な
ん
か
、
さ
み
し
か
っ
た
で

リ
l
ス
を
か
け
た
り
し
て
ゴ
マ
を

b
す

。

大

事

に

し

て

か

わ

い

が

り

た

い

で

乳
製

W
W
放
課
後
み
ん
な
で
チ
ェ
リ
ー
の
す
。
そ
し
て
チ
ェ
リ
ー
の
ヒ
マ
ワ

ポ
同
作

お
は
か
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
リ
も
つ
ぼ
み
も
出
て
い
る
の
で
、

夏
休
み
が
お
わ
っ
て
か
ら
、
五
、

た
。
キ
ツ
ネ
や
鳥
に
ほ
り
お
こ
さ
ぜ
っ
た
い
に
さ
か
せ
た
い
で
す
。

六
年
の
教
室
に
二
ひ
き
の
ハ
ム
ス
れ
な
い
よ
う
に
、
深

く

う

め

て

あ

端

r
h
a
w

タ

ー

が

来

ま

し

た

。

私

は

ハ

ム

ス

げ

ま

し

た

。

そ

し

て

、

ヒ

マ

ワ

リ

ゐ

当

品
弘

た
が
、
本
番
だ
っ
た
の
で
、
思
い
つ

き
り
た
た
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん

が
、
ど
っ
と
笑
い
ま
し
た
。

一
升

ビ
ン
を
持
っ
て
ょ
っ
ぱ
ら
つ
た
演

技
を
す
る
時
、
空
ビ
ン
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
も
く

て
、
お
と
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

始
ま
る
前
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ

た
け
ど
、
げ
き
が
ぶ
じ
に
お
わ
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
家
の
人
に
、

「
雅
が

一
番
よ
か
っ
た
よ
。
」
と
言

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
初

め
は
、
ぼ
く
の
方
が
、
山
下
清
の

役
に
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た

が
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ょ
っ

ぱ
ら
い
の
善
さ
ん
の
方
が
自
分
に

あ
っ
て
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

し
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
け
ど
、

い
い
げ
き
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し

た。教
室
の
ハ
ム
ス
タ
l

種
川
小
学
校五

年

安
達

1咲
前~

Cむ
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ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
峨
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
ロ
月
ロ
日
附

午
前
9
時
1
午
後
5
時

V
は
月

ω白川川

午
前
9
時
1
午
後
5
時

V
口
月
お
日
同

午
後
2
時
1
午
後
5
時

V
ロ
月
初
日
同

午
前
9
時
1
午
後
5
時

V
内同
月
幻
日
附

午
前
9
時

i
正
午
は
時

。
連
絡
先

【北
抽
出
山
職
業
相
談
室
】

官

0
1
3
7
8
4
5
7
2
4

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
}

同

u
o
i
3
8
2
6
1
0
7
3
5

【ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
八
雲
]

官

0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9

ロ
月
は
町
税
と
道
税
の

納
税
推
進
月
間
で
す

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
あ
な
た
の
納
税
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

町
と
道
で
は
、

ロ
月
を
「
納
税

推
進
強
調
月
間
」
と
し
て
、
各
職

員
が
徴
収
の
た
め
個
別
に
訪
問
す

る
な
ど
、
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま

す。
い
ま
一
度
、
お
手
元
の
納
税
通

知
書
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
納

期
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
至
急
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
納
税
が
で
き
な
い
方
や
遅
れ

て
い
る
方
は
、
必
ず
納
税
方
法
な

ど
に
つ
い
て
御
相
談
く
だ
さ
い
。

町
税
や
道
税
は
、
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
・
社
会
づ
く
り
の

大
切
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ん
、

納
税
を
済
ま
せ
さ
わ
や
か
な
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

町
税
に

つ
い
て
の
御
相
談
は
、

役
場
税
務
課
収
納
係
へ
、
道
税
に

つ
い
て
は
、
槍
山
支
庁
総
務
部
税

務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

(
槍
山
支
庁
間U
0
1
3
9
5
2

1
1
0
1
0

内
線
2
3
6
1
)

製
造
事
業
所
の
皆
綴
へ
統
計

調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

ロ
月
幻
日
現
在
で
、
次
の
統

計
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま

す
。

平
成
問
年
工
業
統
計
調
査
|

製
造
事
業
所
の
実
体
を
調
査

平
成
同
年
石
油
等
消
費
構
造

統
計
調
査

従
業
者
犯
人
以

上
の
製
造
事
業
所
の
石
油
等

の
消
費
実
態
を
調
査

本
年
同
同
月
か
ら
来
年
1
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
察
に
記
入
し
て
い

た
eた

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
数
字
等
の
正
確
な
御

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
経
済
産
業
省
》

《
北
海
道
》

《
今
金

町
》

平
成
同
年
度
機
動
職
業
訓
練

受
講
生
の
募
集

ω期
間
V
平
成
凶
年
1
月
9
日
か

ら
3
月
初
日
ま
で
(
訓
練
期
間
日

数
行
日
間
(
実
質
訓
練
目
白
日
)
・

訓
練
時
間
3
5
0
時
間
)

ω科
目
V
建
築
技
術
科

マ
訓
練
日
数
l
日
に
つ
き
、

6
0

0
円
の
受
講
手
当
の
支
給
。

ω受
講
資
格
V
短
期
特
例

一
時
金

の
給
付
資
格
の
あ
る
者

ω定
員

v
m名
(
5
名
に
達
し
な

い
場
合
は
中
止
)

ω受
講
指
示
V
口
月
ゆ
白
川川

ω特
典
V
目阪大

ω日
間
の
失
業
保

険
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

(は
月
初
日
に
受
講
指
示
が
受
け

ら
れ
る
者
、
以
下
指
示
が
1
日
遅

れ
る
ご
と
に
給
付
日
数
が
減
、
せ
ら

れ
ま
す
。
)

的
受
誹
費
用
V
無
料
(
筆
記
用
具

等
最
低
限
の
用
具
は
各
自
用
意
。
)

ω申
込
期
限
V
U
月
凶
日
幽
ま
で

ω申
込
先
V
役
場
商
工
観
光
線

8
2
1
0
1
1
1

内
線

1
3
3

OQ) 

今
金
町
の
風
景
に

投
票
を
!

「槍
山
の
風
景
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
を
決
め
る
投
票
を

行
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
恰
山
支
庁
で
は
、
「
他
山

の
景
観
」
を
再
発
見
・再
認
識
し
、

景
観
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
と
共
に
、
多
く
の
方
々
に
桧

山
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
「
恰
山
の
風
景
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
作
品
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

を
恰
山
支
庁
ホ
l
ム
ペ

ジ

に

掲

載
し
、
入
賞
作
品
を
決
め
る
投
票

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
投
票
期
間
V
平
成
同
年
日
月
中

旬
1
平
成
同
年
1
月
引
日
開

-
掲
載
場
所
V
檎
山
支
庁
ホ

l
ム

ベ
|
ジ

(F
E
u
e-
=
=
=
E
UE
ヨω

司
自
『
巴
一

5
r
F
S
E。
」
司
)

-
問
い
合
わ
せ
先
V
袷
山
支
庁
経

済
部
建
設
指
導
課
主
査
(
ま
ち
づ

く
り
)

8
0
l
3
9
5
1
2
1

1
0
1
0
 

内
線
2
4
9
1

「
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度
」

高
齢
者
の
方
が
安
心
・
円
滑
に
入

居
で
き
る
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
広

く
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

【
制
度
の
概
要
】

。
登
録

賃
貸
住
宅
の
貸
主
は
、
知
事
文
は

指
定
登
録
機
関
に
高
齢
者
の
方
が

安
心
し
て
円
滑
に
入
居
で
き
る
賃

貸
住
宅
(
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸

住
宅
)
の
と
う
ろ
く
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
閲
覧

登
録
情
報
は
、
道
庁
ま
た
は
指
定

登
録
機
関
の
窓
口
等
で
、
誰
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
各
種
窓
口
】

。
登
録
申
請
書
配
布
窓
口

・
道
庁
建
設
部
建
築
指
導
課

・
各
支
庁
経
済
部
建
設
指
導
課

-
M

馴
北
海
道
建
築
指
導
セ
ン
タ
ー

。
登
録
申
請
書
の
提
出
先

・
道
庁
建
設
部
建
築
指
導
課
民
間

住
宅
係
(
持
参
又
は
郵
送
)

。
登
録
簿
の
閲
覧
場
所

一
登
録
住
宅
の
貸
主
、
入
居
を
希
望

一
す
る
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
制
度

一
で
、
入
居
し
た
子
売
れ
社
が
家
賃

一
を
滞
納
し
た
場
合
、
高
齢
者
居
住

一
支
援
セ
ン
タ
ー
が
家
賃
の
債
務
保

一
証

(
6
カ
月
を
限
度
)
を
行
い
ま

一
す
。

一
。
貸
主
が
最
初
に
行
う
手
続
き

-
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
と
基

一
本
契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
ま

一
す
。

一
。
保
証
利
用
希
望
の
際
の
手
続
き

一

・
入
居
申
込
み
の
際
に
、
同
時
に
、

一
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
家

一
賃
債
務
保
証
の
申
込
み
を
し
て
い

一
た
だ
き
ま
す
。

一
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が

一
月
額
家
賃
(
共
益
費
、
管
理
貨
を

道
庁
建
設
部
建
築
指
導
課
内

【
各
種
窓
口
住
所
】

・
道
庁
建
設
部
建
築
指
導
課

同

u
o
l
-
-
2
3
1
1
4
1
1
1

内
線
2
9
4
6
3

・
側
北
海
道
建
築
指
導
セ
ン
タ
ー

8
0
1
1
1
2
4
1
1
1
8
9
3
 

含
み
ま
す
。
)
の

6
カ
月
を
限
度
に

家
賃
の
支
払
債
務
を
保
証
し
ま

す。・
月
額
家
賃
の
お
%
に
相
当
す
る

額
を
、

2
年
分
の
保
証
料
と
し
て

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
]

伽
高
齢
者
住
宅
財
団

8
0
3
1
3
2
0
6
1
5
3
2
3
 

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

北
海
道
建
設
部
建
築
指
導
課

8
0
1
1

2

3

1

4

1
1
i
 

内
線
2
9
1
4
6
3

睦'llþ1 え苓一語~~?f.艶童話
大人 220円 有効期間は発売時の

1回券 小人 160円
lシーズン

ンルハー 時間 9:00-21:00

大人 1， 000円 有効期間は発売時の
5回券 小人

750円
1'.-'ーズン

ン品/¥'- 時間 9:00-21 :00 

大人 2. 200円 有効期間は発売時の
11回券 小人

1， 600円
1S-'ーズン

11f!¥'ー 時間 9:00-21 :00 

大人 2.800円
有効期間は発売当日隈り

l日券 小人
2.150円 時間 9:00-16:00 シM¥'-

大人 1.600円
有効期間は発売当日限り

ナイト券 1)、人
1，200円 時間 16:00-21 :00 ンM¥'-

大人 21，500円 有効期間は発売時の
，，-;rン券 小人

16.500円
1シーズン

シル/¥'- 時間 9:00-16:00 

ナイタ
大人 14.000円 有効期間は発売時の
小人 Iシーズンシー1ノ券
シルハ 10.000円

時間 16:00-21 :00 

ナイト共通
大人 35. 000円 有効JVII間は発売時の

γ-;(ン券 小人
25.000円 1シーズン

yルハ.ー 時間 9:00-21 :00 

ウアプラザピリ力に町民または町民と一緒に宿泊された

同伴者は‘一人につきし[;1III1円の割引があります.

国の教育ローンのご案内

高校や大学、短大、専門学校などへ進学するた

めの諸費用や、在学中の授業料 ・下宿代など、パ

ソコン購入費など、お子弟の教育に必要な資金を

融資する公的制度として、「国の教育ローンJがお

役に立ちます。

ー、
融 資 の 概 要」

ご融資額 学生 ・生徒お l人につき 200万円

手IJ 率
年1. 7%(固定金利)

[平成 13年 11月 12日現在]

ご返済期間 10年以内

措世期間 在学期間以内で冗金の据置ができます。

保 証 鮒)教育資金融資保証基金または保証人

ご返済方法 毎月冗利均等返済ほか

※問い合わせ先 国民生活金融公庫函館支底

'B' 0138-23-8291 

社会福松協議会だより 1113・II. 10 
※光の里学園.盟寿園、社会福祉協議会への多
額のごt:f付、ご厚意ありがとうございました.
(敬称略)

《北約山町》 肝日うまいベイ
パチンコパーラ北倫山 「こだわり工房」
従業員 一 同 石井照子
《今金町》 内 ケ 品 祐 一

K 安藤正勝 小野島弘 吉
北海道銀行今金支底 今野正治
今 金 郵 使 局 中村恭 子
町河 m 弘 樋川老人クラプ
今金へルパー友の会 今金陶芸同好会
「すずらん」 光 の 里 学 園
河村信子

※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場

合
は
、
お
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

や
泊
、

d
I
-
-
「、〉
1
1
3
1
1
2
1
1
3

園調

の
納
期
と
な

て
お
り
ま
す
。

cffi 

つ

※
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
口

座
振
替
の
手
続
は
役
場
1
階
税

務
課
ま
で



祉書割宵
定、より

(重点目標)

凪

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

園

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化

を
大
切

に

困

家

庭

や
学
校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

凪

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

第301号
事支

""" 閏

m 
労

表

三</.

早ノ

永
年
の
ご
尽
力
巴
感
謝
し
て

本
町
の
教
育
、
体
育
、
文
化
に

振
興
の
あ
っ
た
次
の

2
個
人
1
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

-
水

野

進

さ

ん

昭
和
侃
年
か
ら
社
会
教
育
委
員

会
委
員
並
び
に
青
少
年
健
全
育
成

推
進
委
員
会
委
員
と
し
て
、
豊
富

な
経
験
と
識
見
で
社
会
教
育
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

-
住
吉

義
行
さ
ん

平
成
4
年
か
ら
今
金
町
教
育
委

員
会
委
員
、
委
員
長
代
理
並
び
に

昭
和
別
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
会

委
員
等
を
歴
任
し
、
豊
富
な
経
験

と
識
見
で
教
育
行
政
と
社
会
体
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

-
今
金
町
文
化
協
会

昭
和
釘
年
設
立
以
来
、
山
内
阜
で
潤

い
の
あ
る
生
活
と
芸
術
文
化
の
向

上
に
努
め
ら
れ
、
中
で
も
設
立
と

同
時
に
取
り
組
み
を
始
め
た
総
合

文
化
祭
は
「
町
民
手
作
り
の
文
化

祭
」
を
合
言
葉
に
、
自
主
的
に
運

営
し
、
大
き
な
文
化
祭
と
し
て
開

催
し
、
本
町
の
文
化
活
動
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

' . • 

《
文
化
振
興
賞
》

-
天
沼

寧
さ
ん

今
金
民
謡
研
友
会
に
所
属
し
、

平
成
問
年
に
は
民
謡
尺
八
師
範
を

認
許
さ
れ
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設

慰
問
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ

l
の

開
催
な
ど
所
属
団
体
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

-
辻

き
み
さ
ん

昭
和
制
年
に
日
本
詩
吟
学
院
岳

風
会
今
金
支
部
に
入
会
。
昭
和
的

年
に
は
一
般
会
員
最
高
位
の

8
段

位
を
取
得
す
る
な
ど
会
員
の
模
範

と
な
り
所
属
団
体
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

-
渡
辺

チ

セ

さ
ん

昭
和
削
年
い
ま
か
ね
陶
芸
同
好

会
発
足
と
同
時
に
入
会
。
以
来
、

総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
や
運
営
、

ま
た
少
年
団
員
へ
の
指
導
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
愛
好
者

の
拡
大
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

-
表
千
家
流
和
幸
会

(代
表
生
亀
き
よ
え
)

町
内
に
在
住
す
る
表
千
家
流
の

有
資
格
者
が
集
い
昭
和
刊
年
に
結

成
。
以
来
、
毎
年
各
社
中
の
会
員

が

一
同
に
会
し
、
会
員
相
互
の
研

鎖
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
、
総
合
文

化
祭
へ
は
毎
年
参
加
し
地
域
の
文

化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

-
今
金
菊
花
愛
好
会

(代
表

狭
間
勝
昭
)

昭
和
引
年
度
第
7
回
総
合
文
化

祭
に
初
参
加
以
来
、
今
日
ま
で
連

続
し
て
参
加
さ
れ
丹
精
込
め
た
菊

花
を
観
賞
す
る
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
続
け
る
な
ど
地
域
の
文
化
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
(
原
人
)

は
初

1
川
万
年
前
に
中
国
華
北
地

方
に
進
出
し
た
も
の
の
、
北
緯
制

度
を
越
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
類
の
身
体

が
温
帯
を
離
れ
て
亜
寒
帯
で
生
活

で
き
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も

1
j
一
ω万
年
の
時
間
を
必
要
と

Q
U
一し
た
の
で
す
。
寒
冷
気
候

/
k
一に
適
応
す
る
こ
と
は
そ
れ

ぐ
ら
い
困
難
な
こ
と
で
あ

り
、
衣
類
、
道
具
を
含
む

食
糧
の
獲
得
方
法
、
住
居

の
改
良
に
時
間
が
か
か
っ

た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
人
類
は
寒
さ

に
挑
戦
し
、
つ
い
に
は
寒

さ
を
味
方
に
し
極
北
に
ま

で
到
達
し
ま
し
た
。
人
類

が
な
ぜ
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア

に
生
活
範
囲
を
広
げ
た
の

か
に
つ
い
て
は
謎
が
多

く
、
人
類
の
七
不
思
議
の

一
っ
と
ま
で
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
彼
ら

こ
そ
日
本
列
島
に
住
む
私

た
ち
の
直
接
的
な
祖
先
集

団
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か

ビリカ遺跡への遠い道のり
《
文

化

賞
》

-
菱
田

明

日

香
さ
ん

北
海
道
代
表
作
品
と
し
て
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
油
絵
を

出
品
し
文
化
連
盟
貨
を
受
賞
。
ま

た
、
槍
山
北
高
等
学
校
美
術
部
の

副
部
長
と
し
て
後
輩
の
指
v
射
に
あ

た
る
な
ど
同
世
代
に
多
大
な
励
み

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
金
小
学
校
前
の
空

き
地
に
花
燈
が
で
き
た

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か

?去
る
日
月
日
日
同
今

金
町
背
年
会
議
(会

長

・
永
井
章
)
の
メ
ン

バ
ー
が
今
金
小
学
校
前

の
空
き
地
に
花
壇
を
設

置
し
ま
し
た
。

午
前
か
ら
始
ま
っ
た

作
業
は
、
雑
草
を
除
去

し
た
後
に
士
を
入
れ
て

ブ
ロ
ッ
ク
で
枠
組
み
す

る
手
順
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
花
壇
の
面
積

は
、
縦

2
m
、
横

m
m

の
刊
ぱ
。

【期待される若い力

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
南
部
の
山
岳
ア
ル
タ

イ
地
方
は
石
灰
岩
地
帯
で
あ
り
、

あ
ち
こ
ち
に
天
然
の
洞
穴
が
つ
く

ら
れ
、
数
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ

れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は

ル

ヴ
ァ
ロ
ア
技
法
に
よ
る
尖
頭
器
が

多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特

徴
は
西
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に

広
が
る
中
期
旧
石
器
時
代
の
「
典

型
的
ム
ス
テ
ィ
エ
文
化
」
の
も
の

と
類
似
し
て
い
ま
す
。
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人

(
旧
人
)
が
約
問
万

年
前
に
シ

ベ
リ
ア
南
部
に
到
来
し

た
こ
と
の
証
拠
で
あ
り
、
シ
ベ
リ

ア
進
出

へ
の
本
格
的
な
始
ま
り
で

す
が
、
そ
れ
で
も
北
緯
日
度
ラ
イ

ン
に
と
ど
ま
り
、
な
お
十
分
に
寒

地
適
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

本
格
的
に
寒
地
適
応
し
た
の
は

今
よ
り
平
均
気
温
が

7
1
8
度
も

低
か

っ
た
最
寒
冷
期
で
し
た
。
生

活
圏
を
北
緯

ω度
付
近
ま
で
進
め

ま
し
た
。
パ
イ
カ
ル
湖
の
近
く
に

マ
リ
タ
遺
跡
と
い
う
お
よ
そ
2
万

3
千
年
前
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
9
1
1
9
5
7
年
ま
で
毎

年
発
御
調
査
が
行
わ
れ
、
ー
万
点

を
超
え
る
石
器
と
と
も
に
、
大
き

な
板
石
や
鹿
角
、
マ
ン
モ
ス
の
牙

な
ど
が
集
積
す
る
箇
所
が
多
数
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
捕
獲
し
た
マ
ン

モ
ス
の
肉
を
食
料
と
し
、
残
さ
れ

た
毛
皮
や
骨
や
牙
を
余
す
こ
と
な

く
用
い
て
住
居
や
道
具
を
つ
く
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
リ

タ
遺
跡
を
営
ん
で
い
た
人

た
ち
の
こ
と
を
マ
ン
モ
ス

ハ
ン
タ
ー
と
呼
び
ま
す
。

マ
ン
モ
ス
ハ
ン
タ
ー
は

や
が
て
超
小
型
の
石
刃
で

あ
る
細
石
刃
と
い
う
道
具

を
考
案
し
、
マ
ン
モ
ス
動

物
群
と
深
く
結
び
つ
き
、

そ
の
文
化
は
さ
ら
に
北
方

へ
拡
大
し
、
お
よ
そ
1
万

2
千
年
前
ま
で
に
は
北
緯

叩
度
を
超
え
て
極
北
に
及

び
ま
し
た
。

花
壇
に
は
町
内

の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
が
植
え
付
け
ら

れ
、
来
春
か
ら
は
色
鮮
や
か
な

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
町
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
尚
、

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
時
期
が
終
わ
る

と
別
の
花
を
植
え
る
予
定
と
の

こ

と
で
す
。

花
壇
づ

く
り

ー
~

に
参
加
し
た
今

、

金
町
青
年
会
議

の

メ

ン

バ

ー

は
、
上

々
の
出

来
栄
え
に
満
足

な
表
情
を
み
せ

な
が
ら
も
、
来

春
か
ら
の
草
取

り
や
水
ま
き
等

の
管
理
作
業
を

充
実
さ
せ
る
こ

と
を
確
認
し
ま

し
た
。今

回
の
花
壇

づ
く
り
を
き
っ

か

け

と

し

て

様
々
な
団
体
と

協
力
し
て
規
模

を
拡
大
し
今
金

町
の
青
年
活
動

を
街
づ
く
り
に

ど
ん
ど
ん
活
用

さ
せ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い

a・l‘ 

(
つ
づ
く
)

た
永
井
会
長
。

今
金
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し

て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
若
者
の
力
が
街
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
大
き
な
要
素
と
な

る
こ
と
、
ま
た
、
文
化
団
体

・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
の
次
世
代
へ
の
後

継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

今
金
町
の
近
い
将

来
の
中
心
と
な
る
若

者
逮
は
失
敗
を
恐
れ

ず
何
事
に
も
挑
戦
す

る
気
持
ち
を
忘
れ
て

ほ
し
く
な
い
も
の
で

す
。
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ち
ょ
っ
と
重
い
も
の
を
持
っ
た

時
、
咳
ゃ
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
、

大
笑
い
を
し
た
時
等
に
、
尿
が
漏

れ
て
、
下
着
を
汚
し
て
し
ま
っ
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
っ
こ
れ

は
、
「
腹
圧
性
尿
失
禁
」
と
い
っ
て

出
産
を
経
験
し
た
中
高
年
女
性
や

肥
満
の
方
に
多
く
見
ら
れ

る
尿
失
禁
で
す
。
腹
圧
性

、ー

尿
失
禁
は
、
骨
盤
内
の
臓

、

器
が
下
が
っ
て
こ
な
い
よ

n
y

う
に
支
え
て
い
る
「
骨
盤

底
筋
」
と
い
う
筋
肉
が
弱

‘

く
な
っ
た
た
め
に
起
こ
り

-

ま
す
。
こ
の
筋
肉
が
弱
〈

~

な
る
と
勝
脱
や
尿
道
を
支
£

え
る
こ
と
が
不
十
分
で
、

腹
圧
が
か
か
っ
た
と
き
に
」

に
尿
道
を
締
め
き
れ
ず
に

ト

尿
が
も
れ
る
の
で
す
。

亡

こ
の
タ
イ
プ
の
尿
失
禁

・

の
改
善
方
法
と
し
て
は

」

「
骨
盤
底
筋
体
操
」
が
よ
く

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
体
操
な
の

か
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

(
も
し
、
途
中
で
カ
が
抜
け
て
し

ま
っ
た
ら
、
再
度
、
締
め
直
す
。

筋
肉
が
強
く
な
っ
て
く
る
と
締

め
っ
ぱ
な
し
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
)
こ
れ
は
、
朝
晩
の
布
団
の
中

で
も
行
え
る
の
で
、
毎
日
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

2
.
座
っ
た
姿

勢
で

①
床
に
付
け
た

足
を
肩
幅
に
開

き
背
中
を
ま
っ

す
ぐ
に
伸
ば

し
、
頭
を
上
げ

る
。
②
お
腹
が

動
か
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
な

が
ら
ゆ
っ
く
り

虹
門
を
締
め

る。
こ
れ
ら
の
体

操
を
一
度
に

5

回
繰
り
返
し
、

一
日
に
十
度
を

目
安
に
行
う
こ
と
が
理
想
的
で

す
。
連
続
し
て
行
う
と
疲
労
す
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
こ
ま
め
に
分

散
し
て
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

-
『
骨
盤
底
筋
体
操
」
の
方
法

-
失
禁
用
品
の
利
用

1
.

仰
向
け
の
姿
勢
で

①
足
を
肩
幅
に
開
く
②
膝
を
少

し
立
て
て
身
体
の
力
を
抜
く
③
紅

門
と
踏
を
締
め
て
5
つ
数
え
る
。

骨
盤
底
筋
体
操
と
平
行
し
て
、

日
々
の
失
禁
対
策
に
は
、
失
禁

パ
ッ
ト
の
利
用
が
便
利
で
す
。
ご

も• 
く
少
量
か
ら

一
度
に
多
量
の
尿
失

禁
に
対
応
で
き
る
も
の
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
種
類
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す。
女
性
用
だ
け
で
ば
な
く
、
男
性

用
の
パ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
見
普
通
の
パ
ン
ツ
で
あ

り
な
が
ら
、
軽
い
失
禁
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
下
着
も
あ
り
ま
す
。

男
性
用
の
ブ
リ
l
フ
、
ト
ラ
ン
ク

ス
型
も
あ
り
ま
す
。

-
失
禁
一
の
治
療

今
金
町
内
の
薬
局
で
失
禁
パ
ッ

ト
は
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
総

合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
の
中
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
見
本
が
い
ろ
い
ろ
と
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
御
相

談
く
だ
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健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課健康づくり係・国保係)

聞と同様に高カロリー ・高脂肪食

気による肥満や糖尿病などが大き

く関わっています。予防の為に

@はバランスの良い食事・適度な

目 運動・十分な休息が大切です。

til:ll 症状は頚がん・体がんともに

EZE不正出血、月経異常、異常なおり

貰山どがあります

ム |乳がん・子宮がん検診|

望号 がんは早期発見・治療により 、

県日治りやすいのですが、初期は白

7斡覚症状が少なく自ら早期発見す

煙量ることは難しく、検診を受ける

明白 ことも必要です。今金町では平

成14年l月18日・19日に乳・子宮

がん検診を行います。対象は30歳以

上の女性で、乳がんは問診・視診・触

診、子宮がんは問診・細胞診を行いま

す。別料金で乳がんはレントゲン検

査、子宮がんは経路エコー検査が受

けられます。予約制ですので、お早め

に 「としべつ」の健康づくり係(曾 2

一一2780)へこ手連絡ください。

は、私たちの身近に存在していますので、食中毒を予

防するために、冬でも安心せず食中毒予防の 3原則

「っけない(清潔)、ふやさない(迅速又は冷却にやっ

つけろ(加熱と殺菌)Jを守りましょう。

冬で毛色
a • 

特徴

.ウイルスの感染によって起

こる食中毒です。

. カキなどの生の食品から感

染します。

.集団感染がよ くみられま

す。

北海道八雲保健所・今金支所

八雲地方食品衛生協会 今金地方食品衛生協会

ウイルスによる新しい食中毒

食中毒は、夏だけ起きているわけではありません。

道内では、 一昨年冬(平成11年 12月~平成12年 3月)

に16件の食中毒が発生しています。この16件中 7件が

小型球形ウイルス (SR S V)による食中毒で、この食

中毒は冬に多くみられるのが特徴です。

小型球形ウイルスは強い感染力を持っていて、これ

に汚染された飲食物(特に生カキなど)を食べること

により発祥するだけではなく、感染者との接触による

二次感染も報告されています。

主な症状は日匝吐と下痢で、特徴的なのは発病当初に

激しい症状を起こすことです。また、頭痛、発熱、咽頭

痛など、かぜによく似た症状がみられる場合もありま

す。

この様な食中毒の原因となるウイルスや細菌など

月生まれの子
12月17日(11)
(受付)13: 1 5~ 1 3 : 30 
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|乳 がん について|

乳がんは最近急激に増えてき

ています。原因とし考えられて

いるのは、食生活とホルモンの

関係です。卵巣ホルモンの一つ

エストロゲンは、これ自体に発

がん作用はありませんが、発が

んしやすい環境を作ります。そ

してエストロゲンの血中濃度を

高くするのが、高脂肪・高蛋白の

食事による肥満です。予防の第

一歩として日常生活を見直すこ

とから、始める必要があります。

症状は乳房のしこりや痛み、

異常な分泌物などがあり、乳が

んは身体の表面にできやすく、

自ら気付きゃすいこともあります。

そのため、自己検診法を正しく知り

行うことも、がん予防には重要です。

序冨矛瓦Eついて1
子宮がんは子宮の入口にできる頚

がんと奥にできる体がんがありま

す。頚がんは減っていますが、体がん

けま増えています。原因は明らかにさ

は1ていませんが、体がんでは、乳がん

す〈すく子育てCfイヤIL
.対象じ>乳児及び就学前の幼
児を持つ保設者の方及び妊婦
の弁

・月日1>12月10日例)
.時閉じ>9 :00~ 1 2 : 00 
。内容仁〉電話による心配事な
どの相談 ('5'2-2780)

三副建康相談

..対月象日じb〉全12住月民分 (11) 

10日 17日
@.時場閉所じt〉〉 9030~1 1 30 

総健保合健康福祉施設内センター
@内容1> 相談・血圧測定・

尿検査

地区健康相談

【美利河地区】
φ対象じ〉美利河地区住民
@日時1>12月12日同

1 4 : 00~16 : 00 
.場所じ〉美利河生活館

【種川地区】

..対日象時じじ〉〉種12川月地19区日制住民

1 3:30~ 1 5 : 30 
.場所仁〉種川温泉集会室

【あったからんど】

.φ対象時Cじ〉〉全住民
日 12月11日・25日ω

13 : 30~ 1 5 ・ 30

~・場内所容bあったからんど
(各地区共通) ー

b健康相談・I血圧測定・
尿検査

無医地区巡回診療:

【耳鼻科】

.. . 対象1>全住民
12月18日(ホ)

時月閉日bじ> 1 4 ・ 0 0~ 1 5 : 00
【リウマチ科】

φ対科象1>八院雲総合病院方リウマ

・チ. に遇b されている
時月日 12月17日明)
閉じ> I O:OO~

.. 【各場内診所容療tじ〉〉科総保八診共合健雲察通福セ総(1有祉合ン料施病タ) 設内
院医師

診察を受ける1:.はフ|

。O予治約療す費申込等が必要院となります。
は病 と同様とな

りま ので健康保険証等が必

要。給おとなります。70歳証以も上の方は老人医療受
者忘 必要となりますので

れなく。宮 2~ 2780 

事L'"fJFv，:王宮古百九3桜診

.対象1>女町性民で、30歳以上の

.φ場月所日bじ〉総保1健合す月福セ18祉日ン幽施タ設ー・19内日同

※申予込約締は制切では12月21幽 日まで

予約 ('5'2-2780)に

ー
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区茶tフヨヨ院寝室密実施宮E司芸主

争対象じ〉全住民
@月 日i>T2月 18日附、1月8日(刈3 付時間1>9:0い 5:00

護所b八雲保健所('5'01376-3-21関)
八雲町末広町120

@検査料金じ>B型肝炎・ ・・・・・・・・・・ ・・ 590円
C型肝炎・・ ・・・ ・・・・・・ 1.790円
B型肝炎+c型肝炎・・ 2.150円

司反対象予対象者1三は日程表に
てご案内いたします。
・月日 1>12月10日(11)・12日同
@時閉じ>14 :30~ 15 :00 
.場所仁〉今金町国保病院
.持ち物仁〉母子健康手I~'予診
票を持参ください。予診票は病
院に備え付けてあります。

帯雨新蓮福征有Z事
.対象1>全住民
.月日1>12月13日間
.場所i>八雲保健所今金支所
※申込;問い合わせは八雲保健
所今金支所へ前日までに。
('5'2-0251) 

陸E童謡鐸司自語国遁監週血盟E週盟
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(平成11年11月畑生まれ):

南栄町河島秀文さん.敦子さんの 2男 . 

【親から1 ・
II歳年上のお兄ちゃんがだーい好き o

いつも 「イツチャンダッコと、迫っか:

けまわしてます.セ ヤも、大きくなった.

らお兄ちゃんのよううにカッコ良く 剣道・

やりたいなー.このまま元気で大きくなっ・

てほしいです. : 
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切窓@運転免許証

更新時講習のご案内

園優良講習(30分講習)

• 12月20日、 1月10日(午後 1時)

北槍山町段村環境改善センター

・12月13日、 1月17日(午後 1時)

今金町民センター

・一般講習(2時間)

， 1月10日(午後 2時)

北槍山i町段村環境改善センター

今金町の交通事故発生状況

命ぬ
計
件
名
名

末

7
0
0

10月発生
発生件数 l 件
死者数 O名
傷者数 l名

※ss運動(スピードダウンシートベルト稲用)
で交通事故を未然に紡ごう!

交通事故死ゼ口日数 392日

休日当番医
12月9日 北村守山町国保病院(北槍山)

16日 顧問町国保医科~曲所(瀬棚)

23日今金町国保病院(今金)

24日楢 崎医院(瀬棚)

30日 道南ロイヤル病院(北檎山)

31日 岩 間 医院(今金)。31日は正午までとなっています。

( 1月分については予定です)

l月 l日 道南ロイヤル病院(北槍山)

2日今金町国保病院(今金)

3日 瀬棚町国保医科診暗所(瀬棚)

6日 北槍山町国保病院(北槍山)。1，2 ' 3日は正午までとなっています.

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了

承ください。 日配
午前10時から正午まで 百五::: :-:-::L， 
午後 1時から31時まで ~~-I~ n主主ふザ

'l'l'4 -5321 
'l'l' 7 -2'170 
'l'l'2-0221 
'l'l'7-3021 
'l'l'4 -5011 
'l'l' 2 -0057 

回ロ固ロ .住民の動き
1 0月末現在

前月対比

(ム1)
7， 002人
3， 370人
3， 632人
2， 730世帯

-Eロ回ロ
人口
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小児科診療休診
のお知らせ

12月17日(月)都合により、 小

児科の診療を休診とさせてい
ただきます。

《今金町国保病院》
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